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保育室の壁面装飾に関する意識と方略 
-保育室の壁面色彩についての SD 法との PAC 分析による混合研究法の試み- 
 











































































































ク ・ デ フ ァレン シ ャ ル 法（ Semantic Differential 
Method、以下：SD 法）を用いることとした。そして、
表 1 に示した形容詞対 21 項目と性別、年齢の質問
項目を用いることとした。 
調査対象は、18 歳以上の成人男女（男性 25 名、
女性 46 名、合計 71 名）に質問紙調査を実施した。 








Sampling ： 質問紙調査 
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F1 F2 F3 共通性 
01．派手な ---- 地味な α=.879 .914 -.117 -.042 .822
03．にぎやかな ---- さびしい  .888 .083 -.047 .815
10．明るい ---- 暗い  .788 .321 -.078 .777
08．個性的な ---- 平凡な  .779 -.308 .050 .608
14．若々しい ---- 年寄りじみた  .701 .015 .093 .434
02．開放的 ---- 閉鎖的  .496 .332 .202 .540
20．ロマンティックな ---- 現実的な  .388 -.070 .028 .145
18．団らん的な ---- 団らん的でない α=.756 .193 .768 -.117 .604
12．親しみのある ---- 親しみのない  -.277 .638 .178 .604
21．人工的な ---- ナチュラルな  .263 -.620 .023 .383
16．健康な ---- 不健康な  .298 .608 .107 .614
06．美しい ---- 美しくない α=.720 .311 -.147 .820 .624
05．好きな ---- 嫌いな  .120 .046 .653 .486
13．上品な ---- 下品な  -.350 .053 .531 .434
15．整っている ---- 整っていない  -.310 .166 .496 .457
因子寄与 4.49 3.29 .60 
因子寄与率(%) 29.9 22.0 4.1  
第 2 因子との因子間相関 .162   
第 3 因子との因子間相関 .011 .650  
※最尤法、ﾌﾟﾛﾏｯｸｽ法、累積寄与率 55.9% 
 
表 3 性別の因子ごとの平均得点と標準偏差、t 検定 
因子 男性(N= )平均(SD) 女性(N= ) 平均(SD) t 値(df) P 
F1 装飾的明瞭 2.55(.85) 2.62(.94) -.75(334) Ns 
F2 人間性エコロジー 3.05(.72) 2.83(.72) 2.65(424) * 
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の 3 つの因子の得点をもとに、性別で t 検定を行った







た(図 3、4、5 参照)。 




































図 5 F3 直観的美性：平均値の比較 
－ 19 －
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[5] 高橋健介、中山昌樹、中田幸子 2 歳児保育の遊
びにおける製作コーナーの意義について．ライフ












計画 I, 各種建物・地域施設, 設計方法, 構法計
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